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例
年
よ
り
も
暖
か
な
秋
の
十
一

月
初
旬
に
、
三
日
間
の
集
中
コ
ー

ス
秋
の
部
。
今
回
は
、
関
東
地
方

と
中
部
地
方
か
ら
総
勢
十
名
の

方
々
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
い
き
な
り
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

使
っ
た
輪
切
り
・
玉
切
り
に
始
ま

り
、
プ
ロ
ッ
ト
を
設
置
し
て
の
太

さ
と
高
さ
の
測
樹
。
林
分
形
状
比

や
地
位
指
数
・
相
対
幹
距
比
で
、

健
康
診
断
・
施
業
計
画
。
樹
の
傾

き
と
枝
張
り
を
み
て
立
ち
位
置
を

決
め
、
受
け
口
・
追
い
口
・
つ
る

の
伐
倒
。
枝
を
払
っ
て
玉
切
り
し

た
ら
、
ウ
ィ
ン
チ
で
寄
せ
て
集
め

て
簡
単
集
材
。
…
と
、
三
日
間
は

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、
こ
の

一
連
の
流
れ
の
な
か
で
ポ
イ
ン
ト

を
掴
ん
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う

か
。
森
林
塾
は
「
何
か
」
を
提
供

で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
皆
様
に
は

「
何
か
」
を
持
ち
帰
っ
て
頂
け
た

で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
よ
う
に
、
森
の
調
査
を

し
た
り
、
木
を
伐
っ
た
り
、
集
材

を
す
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
近
く
の
山
が

「
混
ん
で
い
る
」
と
感
じ
た
ら
、
四

メ
ー
ト
ル
の
釣
り
竿
を
ぐ
る
っ
と

一
周
。
本
数
を
数
え
、
樹
高
を
推

定
す
る
と･･･

。
簡
易
調
査
の
出

来
上
が
り
。
育
林
と
い
う
間
伐

は
、
一
回
で
は
終
わ
ら
な
い
。
そ

の
都
度
、
枝
・
葉
が
成
育
で
き
る

空
間
を
確
保
し
て
や
ら
ね
ば
。
ま

た
、
間
伐
後
も
時
折
残
っ
た
樹
の

枝
葉
の
成
長
を
確
か
め
な
が
ら
林

冠
が
閉
鎖
し
な
い
よ
う
に
、
次
の

間
伐
時
期
を
逸
し
な
い
よ
う
に
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
解
か

ら
な
く
な
っ
た
こ
と
、
こ
ん
な
山

は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か

…
な
ど
何
で
も
お

気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん

と
の
お
付
き
合
い

も
一
回
で
は
終
り

た
く
な
い
。
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
も

何
ら
か
の
形
で
お

付
き
合
い
を
さ
せ

て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
慣
れ
な
い

山
作
業
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。
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コ
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部
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木
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木
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木
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木
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（
木
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99999
時時時時時

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

事
務
局
の
挨
拶
と
日
程
説
明
。

早
川
講
師
の
林
業
や
森
林
の

現
況
に
つ
い
て
や
森
林
整
備

の
必
要
性
の
講
義
。
塾
生
の

方
々
の
自
己
紹
介
や
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。

99999
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
身
支
度
を
し
て
現
場
へ
移
動
。

早
川
講
師
か
ら
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
構
造
や
始
動
方
法
、取

扱
時
の
注
意
事
項
の
説
明
を

受
け
る
。
そ
の
後
、
各
班
に
分

か
れ
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
始

動
、
丸
太
伐
り
を
行
う
。
下
刃

（
腹
刃
）
で
伐
り
下
げ
、
上
刃

（
背
刃
）
で
伐
り
上
げ
、
そ
し

て
回
し
伐
り
。

1010101010
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
大
野
さ
ん
の
班
は
、
伐
倒
現
場

へ
移
動
し
て
、受
け
口
伐
り
の

練
習
。
小
泉
さ
ん
の
班
は
、
橋

渡
し
材
の
伐
り
方
や
バ
ー
の

と
ど
か
な
い
大
径
材
の
輪
切

り
な
ど
の
玉
切
り
練
習
を
充

分
に
。

1212121212
時時時時時
55555
分分分分分

　　　　　
小
屋
へ
戻
っ
て
、
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
森
林
調
査
に
つ
い
て
の
早
川
講

師
の
講
義
。そ
の
目
的
や
測
樹

の
方
法
。林
分
形
状
比
や
相
対

幹
距
比
・
地
位
指
数
と
い
っ
た

指
数
に
つ
い
て
。白
熱
し
た
質

太さを測る・直径巻尺

梢をさがして

まず、輪切りから始める
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メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。仕
事
の
最
後

に
掃
除
と
刃
の
目
立
て
。バ
ー

は
定
期
的
に
上
下
を
ひ
っ
く

り
返
し
ま
し
ょ
う
。
ソ
ー

チ
ェ
ー
ン
取
り
付
け
時
、向
き

に
注
意
。
刃
の
目
立
て
は
、
角

度
・
水
平
・
同
じ
回
数
・
一
方

通
行
。

1717171717
時時時時時
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分分分分分

　
講
師
講
評
の
あ
と
、
明
日
の
連

絡
を
し
て
、
終
了
、
解
散
。

44444
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）
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島
崎
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

日
程
説
明
の
あ
と
、さ
っ
そ
く

伐
倒
現
場
へ
向
か
う
。

99999
時時時時時

　　　　　
現
場
着
後
、
機
材
を
準
備
し
て

体
操
。
各
班
毎
に
伐
倒
開
始
。

伐
倒
方
向
・
退
避
路
・
立
ち
位

置
・
伐
り
終
わ
り
・
水
平
・
受

け
口
・
追
い
口
・
つ
る･･･

。
枝

に
、早
川
講
師
お
手
製
の
き
の

こ
汁
。
そ
し
て
、
ビ
ー
ル
と
日

本
酒
。陽
が
落
ち
る
と
寒
い
の

で
ド
ラ
ム
缶
で
焚
き
火
。焼
き

そ
ば
が
登
場
す
る
頃
に

は･･･

。

33333
日日日日日
（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）
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島
崎
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

日
程
説
明
の
あ
と
、早
川
講
師

か
ら
指
標
の
説
明
や
施
業
方

針
の
策
定
に
つ
い
て
講
義
を

受
け
る
。

88888
時時時時時
4545454545
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各
班
に
て
施
業
方
針
の
策
定
。

疑
応
答
の
後
、

1414141414
時時時時時

　
調
査
現
場
の
ヒ
ノ
キ
林
へ
移
動

し
て
測
樹
開
始
。10
ｍ
×
10
ｍ

の
プ
ロ
ッ
ト
調
査
。そ
の
中
の

全
て
の
木
の
太
さ
を
直
径
巻

尺
で
測
り
、樹
高
は
選
抜
し
た

数
本
に
つ
い
て
ワ
イ
ゼ
測
高

器
で
測
定
。
林
齢
は
、
推
定
で

50
年
。

1515151515
時時時時時
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小
屋
へ
戻
っ
て
休
憩
を
と
っ
た

後
、
デ
ー
タ
整
理
。
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
た
り
本
数
や
上
層
樹
高

な
ど
を
算
出
し
て
か
ら
、現
状

の
地
位
指
数
と
相
対
幹
距
比
、

林
分
形
状
比
を
求
め
る
。地
位

指
数
は
樹
種
と
林
齢
と
上
層

樹
高
か
ら
。相
対
幹
距
比
は
ヘ

ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
本
数
と

上
層
樹
高
か
ら
。林
分
形
状
比

は
平
均
直
径
と
平
均
樹
高
か

ら
。
調
査
結
果
は
、
上
層
樹
高

21
ｍ
と
23
ｍ
、ヘ
ク
タ
ー
ル
当

た
り
本
数
が
１
１
０
０
本
と

１
６
０
０
本
と
な
り
、ど
ち
ら

の
班
も
著
し
く
過
密
状
態
。大

野
班
は
練
習
問
題
も
や
っ
て

み
ま
し
た
。

1717171717
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初
日
の
講
座
を
終
了
し
、
交
流

会
準
備
。

1818181818
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
交
流
会
開
始
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

小
泉
班
は
、ヒ
ノ
キ
を
大
き
く

育
て
る
美
林
仕
立
て
で
、60
年

生
時
Sr
20
。
大
野
班
は
、
将
来

的
に
広
葉
樹
中
心
の
森
林
に

人
工
遷
移
さ
せ
る
た
め
、ヒ
ノ

キ
の
保
残
木
は
一
本
だ
け
と

し
、今
回
は
そ
の
生
長
を
阻
害

す
る
よ
う
な
木
を
伐
り
、10
年

後
に
再
度
整
備
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。ど
ち
ら
の
班
も
林

分
が
ま
す
み
ヶ
丘
の
一
角
に

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
将
来

を
考
え
て
み
た
け
れ
ど
、全
く

違
っ
た
計
画
に
な
り
ま
し
た
。

99999
時時時時時
5050505050
分分分分分

　　　　　
予
定
の
時
間
よ
り
早
く
計
画
が

出
来
た
の
で
、大
野
班
は
ロ
ー

角度を決めて、斜め伐り

高さを目視してみれば

引っ張ってくださ～い！

プ
の
ア
イ
加
工
、小
泉
班
は
小

屋
隣
の
ヒ
ノ
キ
林
で
樹
高
を

目
視
し
て
み
ま
し
た
。

1010101010
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
早
川
講
師
の
講
評
の
あ
と
、
調

査
現
場
へ
移
動
し
て
保
残
木

の
マ
ー
キ
ン
グ
。
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小
屋
へ
戻
り
、
早
め
の
昼
食
。

　
お
昼
休
み
は
、
や
っ
ぱ
り
ぶ
り

縄
？

1313131313
時時時時時

　
伐
倒
現
場
へ
移
動
後
、
機
材
を

準
備
し
て
、い
よ
い
よ
伐
倒
開

始
。
幹
の
傾
き
や
枝
張
り
、
隣

り
合
う
木
の
状
態
か
ら
伐
倒

方
向
を
見
定
め
、立
ち
位
置
を

決
め
、
チ
ョ
ー
ク
で
受
け
口
・

追
い
口
の
設
計
図
を
書
く
。退

避
路
を
確
保
し
た
ら
、チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
水
平
に
保
ち
、フ
ル

ス
ロ
ッ
ト
ル
で･･･

。

1616161616
時時時時時

　
小
屋
へ
戻
り
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
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次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

第
十
三

第
十
三

第
十
三

第
十
三

第
十
三
・・・・・
十
四
回
　

十
四
回
　

十
四
回
　

十
四
回
　

十
四
回
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・・・・・
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・・・・・
土
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土
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炭
焼
き

炭
焼
き

炭
焼
き

炭
焼
き

炭
焼
き
・・・・・
復
習
復
習
復
習
復
習
復
習

　
移
動
式
炭
化
炉
を
使
っ
て
、
で

き
れ
ば
ド
ラ
ム
缶
で
も
炭
焼
き
を

し
て
み
ま
す
。
材
の
仕
込
み
、
火

入
れ
の
後
は
火
の
番
で
す
。
そ
の

間
は
、
学
習
会
と
少
し
早
い
忘
年

会
。
可
能
な
方
は
、
小
屋
宿
泊
で

火
の
番
の
お
付
き
合
い
を
。

　
翌
日
は
、
炭
出
し
の
後
、
復
習

で
す
。
保
科
先
生
の
山
林
見
学
・

測
量
・
伐
木
造
材
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
炭
出
し
時
は
マ
ス
ク
・
タ

オ
ル
な
ど
が
必
要
で
す
。
希
望
者

は
炭
を
お
持
ち
帰
り
頂
け
ま
す
の

で
、
米
袋
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山

小
屋
に
集
合
で
す
。

第
十
五
回
　

第
十
五
回
　

第
十
五
回
　

第
十
五
回
　

第
十
五
回
　

     

　　　　　
33333
月月月月月
1010101010
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
　
　
　
き
の
こ
菌
打
ち

　
　
　
　
き
の
こ
菌
打
ち

　
　
　
　
き
の
こ
菌
打
ち

　
　
　
　
き
の
こ
菌
打
ち

　
　
　
　
き
の
こ
菌
打
ち

　
早
い
も
の
で
平
成
十
八
年
度
の

最
終
回
に
な
り
ま
す
。
ナ
ラ
な
ど

の
原
木
に
シ
イ
タ
ケ
や
ナ
メ
コ

を
、
種
駒
を
打
ち
込
む
方
法
と
鋸

菌
を
塗
る
方
法
で
植
菌
し
て
み
ま

す
。
島
﨑
先
生
の
小
屋
に
8
時
30

分
集
合
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

ほ
だ
木
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
出
来

ま
す
の
で
、
大
き
め
の
袋
や
紐
を

ご
持
参
下
さ
い
。

や
ま
や
ま
や
ま
や
ま
や
ま
・・・・・
も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

　
　
紅
葉

　
　
紅
葉

　
　
紅
葉

　
　
紅
葉

　
　
紅
葉
・・・・・
黄
葉
黄
葉
黄
葉
黄
葉
黄
葉

　
交
差
点
の
信
号
は
赤
・
青

（
緑
？
）・
黄
色
で
す
が
、
秋
の
山

の
色
も
こ
れ
に
似
て
（
同
じ
か

な
？
）
赤
・
緑
・
黄
と
鮮
や
か
に

彩
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
チ
ョ
ウ
や

ポ
プ
ラ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
の
透
き
通

る
よ
う
な
黄
色
、
コ
ナ
ラ
や
ミ
ズ

ナ
ラ
の
や
や
褐
色
が
か
っ
た
渋
い

黄
色
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
ハ
ウ
チ

ワ
カ
エ
デ
の
燃
え
る
よ
う
な
赤
、

ガ
マ
ズ
ミ
や
マ
ユ
ミ
の
沈
む
よ
う

な
赤
、
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
が
あ
っ

て
、
こ
の
時
期
に
山
に
入
る
楽
し

み
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ

葉
っ
ぱ
は
落
ち
る
前

に
赤
に
な
っ
た
り
黄

色
に
な
っ
た
り
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。
理

由
は
よ
く
わ
か
っ
て

い
な
い
よ
う
な
の
で

す
が
、
メ
カ
ニ
ズ
ム

払
い
は
、幹
を
え
ぐ
る
よ
う
な

気
持
ち
で
。
玉
切
り
は
、
材
の

動
き
を
注
視
し
な
が
ら
。

1111111111
時時時時時
5050505050
分分分分分

　　　　　
午
後
か
ら
の
集
材
に
そ
な
え
、

ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
を
設
置
し
て
、

1212121212
時時時時時
55555
分分分分分

　　　　　
現
場
に
て
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　　　　　
集
材
開
始
。
ト
ビ
を
手
に
、
赤

い
帽
子
に
丸
太
を
入
れ
て
、寄

せ
て
、
集
め
て
簡
単
集
材
。
滑

車
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、保
残

木
を
回
り
込
む
こ
と
も
、横
に

な
っ
て
い
る
丸
太
も
集
め
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
機
械
・
滑
車
・

材
の
内
角
か
ら
退
避
し
て
集

材
を
。

1414141414
時時時時時

　　　　　
チ
ル
ホ
ー
ル
を
使
っ
た
牽
引
伐

倒
を
や
っ
て
み
ま
し
た
。か
か

り
木
に
な
っ
て
も
な
ん
の
そ

の
、手
動
と
は
い
え
、力
持
ち
。

1414141414
時時時時時
4040404040
分分分分分

　　　　　
作
業
を
終
了
し
、
小
屋
へ
戻

る
。

1515151515
時時時時時

　
講
師
総
括
の
後
、
終
了
、
解
散
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

参
加
者
／
荒
井
さ
ん
、
井
上
さ

ん
、
小
倉
さ
ん
、
加
藤
さ
ん
、

清
水
さ
ん
、
遠
山
さ
ん
、
中
島

さ
ん
、
松
本
さ
ん
、
山
﨑
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
大
野
さ
ん
、
小
泉
さ

ん
、
坂
野

　
こ
の
時
期
、
積
雪
や
凍
結
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
家
用

車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
が
必

要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
道

路
状
況
等
、
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
な
お
、
募
集
案

内
の
日
程
で
は
金
曜
日
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
3
月
10
日
・
土
曜

日
の
開
催
で
す
。
こ
こ
に
訂
正
し

て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
本
年
末
で
七
十
五
歳
に

な
り
ま
す
が
、
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
中
学
二
年
生
の
夏
に
住
ん

で
い
た
仙
台
市
が
米
軍
の
空
爆
を

受
け
た
際
、
父
が
出
張
で
不
在
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
防
空
壕
か
ら

の
脱
出
が
遅
れ
、
文
字
通
り
紅
蓮

の
炎
が
天
を
焦
す
中
を
母
と
姉
弟

と
で
脱
出
し
九
死
に
一
生
を
得
た

こ
と
が
、
私
の
人
生
ス
タ
ー
ト
時

の
原
体
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
一
ヶ
月
も
た
た
な
い
う
ち

に
終
戦
を
迎
え
、
疎
開
先
か
ら
家

族
と
離
れ
、
学
業
を
続
け
る
た
め

仙
台
市
に
戻
り
下
宿
生
活
を
始
め

ま
し
た
。
当
時
、
都
市
部
は
極
端

な
食
糧
難
の
時
代
で
栄
養
失
調
症

に
な
り
、
銭
湯
か
ら
戻
る
と
下
宿

の
二
階
へ
の
階
段
を
這
い
つ
く

ば
っ
て
昇
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
程
衰
弱

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
時
折
、
疎

開
先
の
親
元
に
帰
っ
て
腹
一
杯
食

事
を
す
る
と
体
が
受
け
つ
け
ず
下

痢
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し

て
、
食
料
を
持
ち
帰
る
と
あ
ら
か

た
下
宿
の
家
主
の
家
族
の
口
に

入
っ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
が
続

き
ま
し
た
が
、
中
学
生
の
身
で
は

ま
と
も
な
抗
議
も
出
来
ず
、
今
か

ら
考
え
ま
す
と
、
あ
の
様
な
環
境

で
学
業
を
続
け
ら
れ
た
こ
と
が
不

思
議
に
思
え
る
程
で
す
。
軍
国
教

育
か
ら
空
爆
被
災
の
経
験
、
そ
し

て
敗
戦
、
家
族
と
の
別
居
生
活
な

ど
の
短
期
間
で
の
環
境
の
激
変
に

耐
え
ら
れ
た
の
は
、
異
常
な
ま
で

の
心
理
的
な
テ
ン
シ
ョ
ン
の
状
態

に
あ
っ
た
か
ら
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
大
学
進
学
で
、
今
度
は
東
京

で
の
下
宿
生
活
を
始
め
ま
し
た

が
、
食
糧
事
情
は
改
善
さ
れ
た
と

は
い
え
、
現
在
の
飽
食
の
時
代
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
程
悪

く
、
学
生
時
代
の
思
い
出
と
い
え

ば
何
時
も
空
腹
だ
っ
た
事
が
最
初

に
出
て
き
ま
す
。
そ
の
様
な
こ
と

リリリリリレレレレレーーーーー通通通通通信信信信信

と
し
て
は
色
素
の
入
れ
替
わ
り
が

あ
る
よ
う
で
す
。
春
か
ら
夏
、
旺

盛
に
光
合
成
を
お
こ
な
っ
て
い
る

時
、
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル（
葉
緑
素
）の

働
き
で
葉
は
緑
色
に
見
え
ま
す
。

そ
し
て
秋
も
深
ま
り
ク
ロ
ロ
フ
ィ

ル
が
分
解
さ
れ
る
と
、
今
ま
で
隠

さ
れ
て
い
た
黄
色
の
色
素
カ
ロ
チ

ノ
イ
ド
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
、

こ
れ
が
黄
葉
で
す
。
代
表
的
な
イ

チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
、
カ
ツ
ラ
や
カ

ラ
マ
ツ
、
ト
チ
ノ
キ
、
ブ
ナ
、
イ

タ
ヤ
カ
エ
デ
、
シ
ラ
カ
バ
な
ど
で

す
。

　
さ
て
、
で
は
赤
に
な
る
の
は
ど

ん
な
色
素
で
し
ょ
う
。
葉
で
生
成

さ
れ
た
糖
分
は
、
落
葉
の
準
備
の

た
め
に
葉
の
付
け
根
に
形
成
さ
れ

た
離
層
に
阻
ま
れ
、
枝
ま
で
降
り

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
糖
分

が
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
と
い
う
色
素

に
変
化
し
赤
く
な
る
の
だ
そ
う
で

す
。
こ
の
色
素
を
生
成
す
る
遺
伝

子
を
も
た
な
い
樹
木
は
黄
色
の
ま

ま
落
葉
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

サ
ク
ラ
や
カ
キ
は
赤
や
黄
色
が
入

り
混
じ
り
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
て

色
も
変
化
し
、
ま
た
違
っ
た
美
し

さ
が
あ
り
ま
す
。

　
鮮
や
か
な
紅
葉
（
黄
葉
）
に
な

る
た
め
に
は
気
温
、
光
、
湿
度
の

条
件
が
あ
り
ま
す
。
日
中
は
好
天

で
気
温
は
二
十
度
以
上
ま
で
上
が

り
、
夜
は
五
・
六
度
ま
で
冷
え
込

み
、
そ
し
て
適
度
な
湿
度
が
あ
る

こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
渓
谷
沿

い
の
日
当
た
り
の
良
い
南
向
き
の

斜
面
な
ど
が
、
美
し
い
紅
葉
を
見

る
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
今
年

の
秋
は
暖
か
い
日
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
こ
こ
に
来
て
冷
え
込
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
霜
さ
え
降

り
な
け
れ
ば
、
美
し
い
紅
葉
が
期

待
で
き
る
年
だ
と
思
い
ま
す
。

受講して想うこと
　　　　　                    石垣　豊彦石垣　豊彦石垣　豊彦石垣　豊彦石垣　豊彦
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一
万
円
／
㎏
を
下
回
る
程
暴
落
し

た
そ
う
で
す
。
仮
に
六
万
円
で
売

買
で
き
た
と
す
る
と
、
同
じ
量
で

九
万
七
千
円
に
も
な
り
ま
す
し
、

一
万
円
だ
と
一
万
六
千
円
程
度
に

し
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
気
候
や
単
価
に
影
響
さ
れ
ず
安

定
し
た
マ
ツ
タ
ケ
山
経
営
を
す
る

と
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
の

で
す
が
、
少
な
く
と
も
収
量
は
増

や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
為

に
は
シ
ロ
を
増
や
す
必
要
が
あ
る

の
で
す
が
、
そ
の
点
楽
し
み
は
来

年
へ
持
ち
越
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　「
イ
ン
ト
ラ
川
島
」

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　　
立
冬
を
過
ぎ
て
、
伊
那
谷
で
は

そ
ろ
そ
ろ
き
の
こ
も
終
わ
る
頃
と

な
っ
た
今
日
こ
の
頃
は
、
風
の
強

い
日
が
多
く
て
、
樹
々
の
落
葉
が

続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
風
に
舞
う

風
景
は
も
ち
ろ
ん
、
地
上
に
降
り

積
も
っ
た
落
ち
葉
が
、
朝
夕
の
斜

光
で
輝
い
て
い
る
の
を
見
る
こ
と

が
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　　
ま
た
マ
ツ
タ
ケ
の
話
で
申
し
訳

な
い
の
で
す
が
、
管
理
し
て
い
る

山
の
総
括
で
す
。
今
年
は
結
局
シ

ロ
の
増
加
は
な
く
、
現
状
維
持
で

し
た
。
こ
の
一
つ
の
シ
ロ
か
ら
、

十
四
本
の
マ
ツ
タ
ケ
が
出
て
、
そ

の
う
ち
十
二
本
を
出
荷
し
ま
し

た
。

　
今
回
は
、
他
よ
り
遅
く
出
て
、

し
か
も
少
し
づ
つ
出
て
く
れ
ま
し

た
の
で
、
平
均
し
て
良
い
単
価
で

売
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
体

で
一
六
二
五
グ
ラ
ム
、
価
格
は
三

万
八
千
円
程
。
一
㎏
当
た
り
の
単

価
は
、
約
二
万
三
千
円
。
一
つ
の

シ
ロ
と
し
て
は
結
構
出
た
ほ
う
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
収
穫
量
を
増

や
す
に
は
、
あ
と
は
シ
ロ
を
増
や

す
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
売
り
上
げ
に
最
も

大
き
く
影
響
す
る
の
が
買
取
単
価

で
す
。
こ
れ
は
ま
わ
り
の
収
量
に

よ
り
、
短
期
間
で
も
結
構
上
下
動

し
ま
す
。
今
年
は
、
九
月
後
半
だ

と
六
万
円
／
㎏
の
値
が
つ
い
た
時

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
十
月
十

日
前
後
は
一
気
に
採
れ
過
ぎ
て
、

か
ら
私
も
戦
争
被
害
者
の
末
席
に

連
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

国
民
の
大
多
数
に
私
の
苦
し
み
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
ぬ
多
大
の
犠

牲
を
強
い
た
一
国
の
元
首
が
、
責

任
を
と
る
こ
と
も
な
く
謝
罪
の
言

葉
も
な
い
こ
と
に
深
い
疑
念
を
持

つ
少
数
派
の
一
人
で
す
。
そ
し

て
、
現
在
の
政
官
財
の
汚
職
の
横

行
、
老
若
男
女
を
問
わ
ぬ
凶
悪
犯

罪
の
増
加
、
親
殺
し
子
殺
し
の
日

常
茶
飯
事
化
等
々
の
社
会
現
象
の

根
源
は
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
、
こ
れ

又
少
数
派
の
一
人
で
す
。

　
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
就
職
し
て

か
ら
も
、
出
世
の
妨
げ
に
な
る
と

入
社
同
期
が
敬
遠
す
る
組
合
活
動

に
参
加
し
、
支
部
長
を
務
め
た
り

し
ま
し
た
が
、
そ
の
当
時
の
労
使

交
渉
で
知
己
を
得
た
会
社
役
員
か

ら
現
在
の
家
内
を
紹
介
さ
れ
、
彼

女
が
分
割
相
続
で
零
細
山
主
に

な
っ
た
こ
と
か

ら
、
図
ら
ず
も

そ
の
亭
主
と
い

う
こ
と
で
山
林

所
有
者
と
な
り

ま
し
た
。
入
社

十
一
年
目
に
漸

く
係
長
に
昇
進

し
管
理
職
と
し

て
の
ス
タ
ー
ト

が
始
ま
り
、
事

業
部
の
機
構
改

革
メ
ン
バ
ー
に

任
命
さ
れ
ま
し

た
が
、
総
論
賛

成
各
論
反
対
で

現
状
維
持
と
、
保
身
に
汲
々
と
す

る
上
層
部
の
体
質
に
嫌
気
が
さ

し
、
大
学
時
代
の
先
輩
友
人
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
あ
り
二
年
間
の
休
職

許
可
を
と
り
、
米
国
中
西
部
の
州

立
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に

入
学
し
、
文
字
通
り
三
十
代
後
半

か
ら
の
英
語
の
手
習
い
で
悪
戦
苦

闘
し
ま
し
た
が
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得

し
て
帰
国
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

米
国
東
海
岸
の
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ

シ
ュ
メ
ン
ト
で
、
某
化
学
会
社
と

の
樹
脂
原
料
の
日
本
に
お
け
る
製

造
販
売
の
合
弁
会
社
の
仕
事
を
担

当
し
、
十
数
年
を
経
て
黒
字
化
が

定
着
し
た
と
こ
ろ
で
、
今
度
は
、

西
海
岸
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
と
の
真
空
蒸
着
法

（
ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ
）
に
よ
る
薄

膜
磁
気
デ
ィ
ス
ク
の
製
造
販
売
の

合
弁
会
社
の
担
当
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
の
日
本
で
は
、
塗
布
型

薄
膜
磁
気
デ
ィ
ス
ク
が
主
流
で
、

こ
れ
を
置
き
換
え
る
こ
と
が
事
業

目
的
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

時
期
、
同
法
で
の
有
力
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
Ｋ
Ｏ
Ａ
さ
ん
の
存
在
を
知

る
に
至
り
調
査
も
致
し
ま
し
た
。

　
定
年
を
一
九
九
九
年
の
春
に
迎

え
、
神
奈
川
県
の
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
し

た
が
、
物
足
り
な
い
も
の
を
感
じ

て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
偶
然
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾

の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
私
に
Ｋ

Ｏ
Ａ
さ
ん
に
つ
い
て
の
事
前
の
知

識
が
な
け
れ
ば
見
過
ご
し
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
私
の
頭

に
浮
か
ん
だ
の
は
、
あ
の
Ｋ
Ｏ
Ａ

さ
ん
が
何
故
と
い
う
疑
問
と
、
あ

の
Ｋ
Ｏ
Ａ
さ
ん
の
や
っ
て
お
ら
れ

る
こ
と
な
ら
と
い
う
期
待
感
で
し

た
。
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
就

職
し
て
先
ず
組
合
活
動
か
ら
始
め

た
こ
と
、
そ
し
て
入
社
十
二
年
目

に
会
社
側
か
ら
の
強
い
反
対
を
押

し
切
っ
て
米
国
留
学
を
し
た
と
い

う
自
ら
の
意
志
決
定
が
、
Ｋ
Ｏ
Ａ

森
林
塾
に
辿
り
着
く
道
標
で
あ
っ

た
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ

の
先
は
更
に
、
ど
こ
に
辿
り
着
く

の
か
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
が
、
こ

の
ご
縁
を
大
切
に
し
て
歩
み
続
け

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
老
い
先
短
い
私
に
も
夢

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
あ
の
「
願

は
く
は 

花
の
下
に
て 

春
死
な
む
」

と
詠
っ
た
漂
泊
の
詩
人
、
西
行
の

よ
う
な
死
を
迎
え
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
彼
は
文
字
通
り
「
そ
の

如
月
の 

望
月
の
こ
ろ
」
に
世
を

去
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
決
し

て
偶
発
的
な
こ
と
で
は
な
く
、
自

ら
食
を
絶
ち
自
ら
の
美
意
識
に
殉

じ
た
の
で
す
。
そ
の
西
行
が
七
十

歳
を
過
ぎ
て
二
度
目
の
奥
州
勧
進

の
旅
に
出
て
、
途
中
の
難
所
で
あ

る
小
夜
の
中
山
峠
を
越
え
た
と
き

の
感
慨
を
「
年
た
け
て 

ま
た
越

ゆ
べ
し
と 

思
ひ
き
や 

命
な
り
け

り 

小
夜
の
中
山
」
と
詠
っ
て
お

り
ま
す
が
、
当
時
と
し
て
は
異
例

の
生
命
力
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
れ

ば
こ
そ
、
あ
の
よ
う
な
死
を
迎
え

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
私
に
と
っ

て
本
塾
で
の
研
習
は
、
将
に
小
夜

の
中
山
峠
越
え
な
の
で
す
。
そ
し

て
、
い
の
ち
な
り
け
り
と
帰
路
に

つ
い
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
林
業
に
つ
い
て
の
私
見

を
申
し
ま
す
と
、
今
後
の
少
子
高

齢
化
の
進
行
に
伴
い
貯
蓄
率
が
低

下
し
、
経
常
収
支
は
赤
字
化
し
、

円
安
が
進
行
す
る
と
、
数
少
な
い

豊
富
な
国
内
資
源
で
あ
る
山
林
は

必
ず
見
直
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
果
実
を
私

が
得
る
こ
と
は
ま
ず
不
可
能
だ
と

は
思
い
ま
す
が
、
山
造
り
の
技
術

を
次
世
代
の
身
内
の
者
に
し
っ
か

り
と
伝
承
す
る
こ
と
が
、
こ
の
国

に
生
ま
れ
た
者
の
義
務
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
今

後
と
も
末
長
く
ご
指
導
下
さ
る
よ

う
御
願
い
申
し
上
げ
る
と
同
時

に
、
受
講
生
の
皆
様
の
益
々
の
御

発
展
を
切
に
祈
願
致
し
ま
す
。


